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平
成
29
年
古
殿
町
成
人
式

は
、
１
月
８
日
、
町
公
民
館
に

お
い
て
開
催
さ
れ
、
新
成
人
た

ち
が
大
人
の
自
覚
を
胸
に
、
新

た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し

た
。
今
年
の
新
成
人
は
、
平
成

８
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
９
年

４
月
１
日
ま
で
の
間
に
生
ま
れ

た
60
人
で
、
こ
の
う
ち
、
式
に

は
51
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

岡
部
町
長
か
ら
「
大
人
と
し

て
の
責
任
の
重
さ
を
感
じ
な
が

ら
、
大
き
く
広
が
る
未
来
に

向
け
て
、
目
標
や
夢
を
掲
げ

て
挑
戦
し
て
く
だ
さ
い
。」
と

の
式
辞
の
後
、
新
成
人
の
名

前
が
一
人
ず
つ
読
み
上
げ
ら

れ
、
代
表
し
て
阿
久
津
太
志

さ
ん
（
竹
貫
）
と
鈴
木
桃
佳
さ

ん
（
竹
貫
）
に
成
人
証
書
と
記

念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
佐

藤
町
議
会
議
長
か
ら
の
励
ま

し
の
言
葉
を
受
け
、
出
雲
竜

也
さ
ん
（
上
山
上
）
が
誓
い

の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。
ま

た
、
成
人
者
か
ら
の
記
念
品

と
し
て
、
林
拓
摩
さ
ん
（
田

口
）
よ
り
奨
学
資
金
の
目
録
が

岡
部
町
長
へ
手
渡
さ
れ
ま
し

た
。

　

式
典
後
は
、
成
人
式
実
行
委

員
会
に
よ
る
記
念
行
事
「
新
成

人
の
誓
い
」
が
行
わ
れ
、
一
人

ひ
と
り
が
ス
テ
ー
ジ
上
で
大
人

へ
の
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

　

晴
れ
着
に
身
を
包
ん
だ
新
成

人
は
、
久
し
ぶ
り
に
会
う
恩

師
や
友
人
た
ち
と
写
真
を
撮
っ

た
り
話
に
花
を
咲
か
せ
た
り
し

な
が
ら
、
笑
顔
で
再
会
を
喜
び

合
っ
て
い
ま
し
た
。

新成人の門出を祝う
平成29年古殿町成人式
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本
日
は
、
私
た
ち
が
成
人
を

迎
え
る
記
念
の
日
に
盛
大
で
素

晴
ら
し
い
式
典
を
開
催
し
て
い

た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

今
日
、
我
々
新
成
人
一
同
は

長
い
人
生
の
中
で
成
人
と
い
う

一
つ
の
大
き
な
節
目
を
迎
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
遠
く
感

じ
て
い
た
成
人
が
、
こ
ん
な
に

も
早
く
迎
え
る
こ
と
が
で
き
、

驚
き
と
戸
惑
い
を
感
じ
て
い
ま

す
。
そ
の
一
方
で
、
大
人
の
一

員
と
な
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と

を
、
喜
び
と
清
々
し
い
気
持
ち

で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
私
た
ち
は

社
会
人
と
し
て
新
し
い
ス
タ
ー

ト
を
し
た
ば
か
り
で
ま
だ
ま
だ

未
熟
で
す
。
初
め
は
不
安
な
こ

と
が
た
く
さ
ん
あ
る
と
思
い
ま

す
が
、
先
輩
方
を
見
習
い
、
自

分
が
な
り
た
い
と
思
う
理
想
の

社
会
人
を
目
指
し
て
、
焦
ら
ず

少
し
ず
つ
社
会
に
貢
献
で
き
る

立
派
な
大
人
に
な
れ
る
よ
う
努

め
て
い
き
ま
す
。

　

私
は
現
在
生
ま
れ
育
っ
た
こ

の
古
殿
町
に
残
り
、
就
職
を
し

て
社
会
人
と
な
り
ま
し
た
。
社

会
人
と
な
り
一
番
実
感
し
た
こ

と
は
、
一
人
の
力
で
全
て
の
仕

事
を
す
る
の
で
は
な
く
、
共
に

働
く
職
場
の
仲
間
と
力
を
合
わ

せ
る
こ
と
の
大
切
さ
、
日
々
感

謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
て
は
い
け

な
い
と
い
う
こ
と
を
学
び
ま
し

た
。
ど
ん
な
に
辛
く
乗
り
越
え

ら
れ
な
い
壁
が
あ
っ
て
も
、
こ

の
古
殿
町
で
育
ち
、
協
力
し
助

け
合
っ
て
き
た
仲
間
の
こ
と
を

思
い
出
し
、
初
心
を
忘
れ
ず
に

強
く
生
き
て
い
き
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
本
日
、

故
郷
で
あ
る
古
殿
町
で
成
人
式

を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、

こ
こ
ま
で
育
て
て
く
れ
た
家
族
、

優
し
く
時
に
は
厳
し
く
ご
指
導

を
し
て
く
れ
た
先
生
方
、
温
か

く
見
守
っ
て
き
て
く
れ
た
地
域

の
方
た
ち
、
そ
し
て
共
に
学
び
、

喜
び
と
悲
し
み
を
分
か
ち
合
っ

て
き
た
仲
間
た
ち
が
い
て
く
れ

た
お
か
げ
で
す
。
多
く
の
人
た

ち
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ

ず
、
成
人
と
し
て
の
自
覚
と
責

任
を
持
ち
、
よ
り
一
層
精
進
し

て
い
く
こ
と
を
こ
こ
に
誓
い
、

成
人
代
表
と
し
て
の
挨
拶
に
代

え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

本
日
は
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

平
成
二
十
九
年
一
月
八
日

�

新
成
人
代
表　

出
雲
　
竜
也

平成29年古殿町成人者
下山上区：７人　　　上山上区：４人　　　論 田 区：１人　　　大久田区：５人
下松川区：11人　　　上松川区：８人　　　竹 貫 区：９人　　　田 口 区：９人
鎌 田 区：４人　　　仙 石 区：２人

男：33人　女：27人　計：60人

記念行事「成人の誓い」 目録を読み上げる林さん 阿久津さん（左）と鈴木さん（右）

誓
い
の
言
葉
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　１月８日、古殿町消防団出初式が町役場庁舎
前駐車場において行われ、消防団員198人が参加
し、今年一年の無火災への誓いを新たにしまし
た。
　通常点検の後、岡部統監は、この日お披露目
された活動服について触れ、「活動服も新基準に
対応し、新調した。今後とも地域防災の要とし
て尽力してほしい。」と講評訓示しました。ま
た、平成27年度退職消防団員に対し消防庁長官
表彰が伝達され、水野団長が訓示を述べました。
　引き続き、町役場から古殿郵便局までラッパ
隊の演奏で分列行進を行い、鮫川沿いでポンプ
車及び小型動力ポンプ11台による一斉放水を披
露しました。
　昨年の町内における火災件数は、車両火災が
１件でした。通常点検を行う岡部統監

岡
部
統
監
と
水
野
団
長

１号銀杯 元分団長 遠藤　全彦

２号銀杯

元分団長 野崎　邦彦

元分団長 大樂　則幸

元 部 長 遠藤　昌宏

元 部 長 水野　英志

元 部 長 矢内　伸和

元 部 長 水野　富義

元 団 員 橋本　和彦

消防庁長官表彰（平成27年度退職消防団員）

� （敬称略）

新
し
い
活
動
服
を
お
披
露
目

消防庁長官表彰を受賞したみなさん

平成28年度　全国統一防火標語
「消しましょう　その火その時　その場所で」

消 防 団 出 初 式
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固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
に

橋
本
　
富
夫
さ
ん（
上
山
上
）
と

大
樂
　
勝
男
さ
ん（
鎌
田
）

　

町
の
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
に
橋
本
富
夫
さ
ん

（
上
山
上
）
と
大
樂
勝
男
さ
ん
（
鎌
田
）
が
任
命
さ

れ
ま
し
た
。
任
期
は
平
成
28
年
12
月
24
日
か
ら
平
成

31
年
12
月
23
日
ま
で
の
３
年
間
で
す
。

　

町
の
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
は
３
人
で
、
納
税

義
務
者
か
ら
固
定
資
産
の
評
価
に
関
し
て
不
服
な
ど

の
申
し
出
が
あ
っ
た
場
合
に
審
査
し
ま
す
。

　

な
お
、
橋
本
さ
ん
、
大
樂
さ
ん
と
も
に
再
任
と
な

り
ま
す
。

橋本　富夫さん
（上山上）

大樂　勝男さん
（鎌田）

教
育
委
員
に
阿
久
津
華
子
さ
ん（
竹
貫
）

　

町
の
教
育
委
員
に
阿
久
津
華
子
さ
ん（
竹
貫
）が
新

た
に
任
命
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
平
成
28
年
12
月
16

日
か
ら
平
成
32
年
12
月
15
日
ま
で
の
４
年
間
で
す
。

　

教
育
委
員
は
、
月
１
回
の
定
例
教
育
委
員
会
に
お

い
て
、
学
校
や
社
会
教
育
、
体
育
の
振
興
、
文
化
財

の
保
護
な
ど
に
関
し
て
助
言
・
意
見
を
行
い
ま
す
。

阿久津華子さん
（竹貫）

やぶさめくんに
年賀状をありがとう

　町内外より154通の年賀状が、やぶさめ
くんに届きました。一枚一枚やぶさめくん
がお返しの年賀状を書きました。今年もや
ぶさめくんの活躍にご期待ください。

ふるどのまちのみなさんへ

しんねんあけましておめでとうございます。

ことしもふるどのまちのＰＲのために

いろいろなかつどうをしていくので、

おうえんしてください。

（かつやくはまちのホームページの

やぶさめくんのへやをみてね！）

2017ねんがみなさんにとって

ケッコーなとしになりますように。
お返事を書くやぶさめくん
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－サンタさんありがとう－
こども園でクリスマス会を開催
　12月20日、ふるどのこども園でクリスマス会が開催され
ました。会では、先生からクリスマスにまつわるお話を聞
いた後、みんなでクリスマスソングを合唱しました。
　サプライズでサンタクロースが登場し、園児一人ひとり
にプレゼントを手渡すと、園児たちは「ありがとう」と受
け取り、大喜びで中身を覗いていました。

▲左から佐川重俊古殿郵便局長、岡部町長

　町チェンソーアートクラブ（水野武雄会長）は、12月
26日、町公民館を訪れ、10月末に開催されたチェンソー
アート文化祭において制作した町産スギを使用したベン
チ２基を寄贈しました。
　トリの親子とネコのモチーフは、和歌山県のチェン
ソーアーティスト城所ケイジさんが制作し、クラブメン
バーがエアブラシで着色したもので、２羽のトリのモ
チーフは、クラブメンバーが制作し、エアブラシアー
ティストの柴田友助さんが着色したものです。
　町公民館内のロビーに設置されていますので、是非お
掛けになってみてください。

チェンソーアートクラブが町公民館に
� 町産スギで制作のベンチ２基を寄贈

　12月26日、町と古殿郵便局は「地域における協力に関する協定」を締結し、岡部町長と佐川重俊古殿
郵便局長が協定書を取り交わしました。
　これは、古殿郵便局の局員が町内における業務中に気づいた情報を町に提供することにより、安心し
て暮らせる地域社会づくりに協力することを目的としています。
　今回の協定では、従来別々に締結していた協定の「高齢者など住民の何らかの異変に気づいた場合」
や「不法投棄が疑われる廃棄物等を発見した場合」などの協力内容を一つにまとめ、新たに「道路の異
状を発見した場合」の項目を追加しました。

古殿郵便局と
「地域における協力に関する協定」を締結

チェンソーアートクラブのみなさん
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　12月18日、ふるさと工房おざわふぁ～む
（小澤啓子代表）では、地域の昔ながらの食
文化を通して古里の魅力を知ってもらおう
と「ふるどの発掘食事会」を開催しました。
親子約35人が参加し、かぼちゃ団子入りの
みるく鍋や太

たいしこう

子講団子をみんなで協力して
作りました。
　また、食事会では、クラフトハウスの井
丸さん制作の木の器に鍋をよそい、ほころ
びの会のみなさんが制作したランチョン
マットを敷いて食事しました。

－住み慣れた地域でいつまでも暮らしていくために－  講演会を開催
　12月19日、生活支援体制整備事業講演会
を町公民館で開催しました。財団法人さわ
やか財団の大山重敏さんを講師に、今後一
人暮らしや高齢者世帯が増えていく中で、
「介護の状態や障がいがあっても地域で暮ら
し続けるために私たちには何が出来るのか」
について講演いただきました。
　訪れた約50人の来場者はユーモアを混じ
えたお話に笑顔を見せながらも、真剣な面
持ちで耳を傾けていました。今後も勉強会
という形で今回のテーマについて話し合い
を行っていきます。興味のある方は町役場
生活福祉課までご連絡ください。

おざわふぁ～むで「ふるどの発掘食事会」を開催

上松川区で「新春の集い」を開催
　１月９日、上松川公民館において、
世代間交流事業「新春の集い」が開催
され、区内の約60人が参加しました。
　これは小正月の行事で、参加者のみ
なさんは、米粉をベースとしただんご
をミズキの木に差し、小判、米俵など
で飾り付けをして、今年一年の無病息
災を願いました。
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古小だより
　持久走記録会が終わり、子どもたちの体力向上を目
指した活動は、なわとび運動へ移ってきました。２月
の中旬に低・中・高学年ブロック毎に分かれてのなわとび記録会があります。子どもたちはよく知った
もので、持久走記録会が終わると同時に跳び縄を持ってきて、休み時間には短なわとびの練習を始める
子が多くいました。先週から「業間の体力づくり」では、体育館で縦割り班毎に長なわとびの練習が始

まりました。高学年児童がやさしく声をかけながら低学年児童を
上手に跳ばさせているうれしい光景も見られました。
　また、２日㈮には福島県ダブルダッチ協会のインストラクター
の方が来校し、４～６年生の体育の授業でダブルダッチ講習会が
開かれました。２本の縄が同時にまわる中に入って跳ぶダブル
ダッチという種目は知っていても、実際に跳ぶのは初めての子が
多く、不安そうでした。しかし、インストラクターの方からのア
ドバイスで次々に跳べるようになり、子どもたちの順応性の高さ
を感じました。さすが、古小っ子！！

なわとび運動の季節到来 ! !

　給食と昼休みが終わり、いつものように
縦割り清掃が始まった。しばらくして突然
の放送。はじめに避難訓練であることは告
げられたが、今から始まることを子どもら
は知らなかった。学級を離れ、担任もそば
にいない状況。当然、緊張が走る。が、そ
の後の放送をしっかり聞いて班長を中心に
６年生が下級生をうまく校庭へと避難させ
る。不安げな顔の低学年の子に手を差し伸

べ、一緒に走る頼もしい高学年の子ども。授業時の訓練と大差ない時間で避難は無事完了した。
　11月末に実施されるはずだった避難訓練が天候に恵まれず延期また延期の末、やっと13日㈫に実施す
ることができました。前述のように６年生は様々な学年がいる縦割り班をしっかりとサポートしながら
避難誘導することができました。時間はかかるかなと思っていましたが、予想を覆すうれしい結果でし
た。「自分の命は自分でしっかり守る」これが避難訓練の大きな目的です。と同時に「互いに声を掛け
合う」「上級生は下級生の避難を助ける」等の互助の精神も大切になります。

　11日㈰ 町民プールで町民水泳大会が開催され
ました。本校の子どもたちも参加しました。１～
６年生の様々な種目で熱戦が繰り広げられました。
温水とは言え、寒い冬にプールに入ることは易し
いことではありません。参加した子どもたち全員
の意欲、がんばりに拍手！

サプライズ !! マジックショー
２学期がんばったご褒美！

　20日㈫ 日本奇術協会の震災復興支援マジック
ショーを開催しました。子どもたちには始まるま
で「芸術鑑賞教室」とだけ知らせましたが、どん
な芸術鑑賞が行われるのかは知らせませんでした。
「２学期、勉強やその他の活動ですごく頑張ったから全校お楽しみ会 ! !」とだけ話を
し、サプライズがスタート。マジックショーと分かるや否や、子どもたちはあっとい
う間にプロのマジシャンに心を奪われ、歓声や感嘆のつぶやき。そしてマジシャンに
注がれる熱い視線。約１時間、最後まで盛り上がったまま公演は終わりました。

ダブルダッチ  跳べた！

町民水泳大会
　がんばる子どもたち! !

予告なし！しかも縦割り清掃中  緊張の避難訓練

水中むかで競争

「さあ 急いで避難！」頼もしい６年生

この視線の先に驚きのマジックが…
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古中だより

　町役場３階の議場において、「古殿町中学生議会」が開
催されました。これは総合的な学習の時間、「ふるさと再
発見」の授業の一環として、自分たちの住む町をより良
くするためのアイディアを提言することで、地域の諸問
題に関心をもち、積極的に地方政治に参加する主権者意
識の基礎を養おうとするものです。町長さんをはじめ、
本議会へ出席する方々が集まり、本番と同じ流れで議事
を進行しました。「交通」、「観光施設」、「商業」、「町のＰ
Ｒ」、「観光・施設」、「産業」、「交通・福祉」のカテゴ
リーで10名の生徒が代表質問を行いました。議事進行も
２名の生徒が担当し、スムーズな運営を行ってくれまし

た。議長の「その他の質問はありますか？」との発言に、２名の生徒が質問者席に自ら立ったのは立派
でした。一つ一つの質問に町長さんから丁寧な答弁をしていただきました。生徒達にとって「ふるさと
古殿町」について真剣に考える良い機会となりました。

　生徒会役員選挙規約に基づき、新しい役員を選ぶための
立会演説会及び投票が行われました。それぞれの立候補者
の演説は堂々として、内容も立派なものでした。その結果、
以下のような新役員で活動することになりました。３年生
を中心とした旧役員の生徒たちは、自主・自立の精神で後
輩たちを引っ張り、充実した活動を行ってくれました。
「伝統を守り、新たな伝統をつくる」、先輩に負けない創意
工夫ある活動が期待されます。
　　　　　　　　 【新　役　員】　　 【退任する旧役員】
○生 徒 会 長　緑川　　堅さん　　円谷　優介さん
○生徒会副会長　野崎　龍雅さん　　矢内　日陽さん
○庶　　　　務　渡邉　順子さん　　三森　祐太さん
　　　　　　　　佐々木　優さん　　渡邉　　光さん
　　　　　　　　水野　美咲さん　　矢内　美優さん
　　　　　　　　大山　　碧さん
　　　　　　　　坂本　　創さん

　「親子で聞くインターネットやＳＮＳの正しい使い方」の講演会を、茨城県メディア教育指導員の方
をお迎えして土曜授業で実施しました。近年、スマートフォンの急激な普及、ＤＳやＰＳＰ等のゲーム
機でのネット接続等、子ども達を取り巻く環境が大きく変化しています。フィルタリングの必要性や予
想される危険等、思春期である生徒の実情も含めお話をいただきました。家庭内のネット利用のルール
について再確認する良い機会となりました。

 【ＰＣ、スマホ使用ルール作りのポイント】
  １　機器を占有させない。
  ２　買う前にルールを決める。
  ３　使用場所・時間を決める。
  ４　お金に関しての使用上限を決める。
  ５　ルールは書面に残す。（定期的な見直しも必要）
  ６　違反があったときの対応を決めておく。（復旧可能なペナルティー）
  ７　子どもとつくったルールを親も守り見本となる。
  ８　困ったことがあったら相談できる環境をつくる。
  ９　長期休みの使用方法に注意する。
  10　現実世界、家族を大事にする。
  11　大人が良く知る。

詳細は久里浜医療センターホームページ（http://www.kurihama-med.jp/tiar/tiar_14.html）をご覧ください。
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

学校生活の様子は古殿中ホームページでも紹介しています。ご覧いただければ幸いです。

「ふるさとの将来を考える」古殿町中学生議会 **************************

**************************「伝統を守り、伝統をつくる」新生徒会役員

親子で聞くインターネットやＳＮＳの正しい使い方 *******************
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12
月
11
日
、
古
殿
町
民
水
泳
プ
ー
ル
で
町

民
水
泳
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
町
内
外

か
ら
、
園
児
や
小
・
中
学
生
、
一
般
町
民
等

約
１
０
０
人
が
参
加
し
、
日
頃
の
練
習
の
成

果
を
大
い
に
発
揮
し
ま
し
た
。

　

競
技
の
間
に
は
、
い
わ
き
市
の
シ
ン
ク
ロ

チ
ー
ム
「
Ｆ
ｓ 

Ｌ
ａ 

Ｐ
ｅ
ｃ
ｈ
ｅ
」

（
エ
フ
エ
ス
ラ
ペ
シ
ュ
）
の
シ
ン
ク
ロ
公
演

が
あ
り
、
素
晴
ら
し
い
演
技
を
披
露
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

１
．
小
学
１
年
石
拾
い
競
争

　
　

１
位　

野
村　

榎
音�

　

12
個 

　
　

２
位　

水
野　

夏
希　

�

8
個

　
　

３
位　

角
田　

祥
恵　

�

7
個 

　
　

小
学
２
年
石
拾
い
競
争

　
　

１
位　

芳
賀　

美
紀　

�

14
個

　
　

２
位　

有
賀　

悠
月　

�

10
個 

　
　

３
位　

佐
々
木
瑞
葵　

�

9
個

２
．
小
学
１
年
水
中
か
け
っ
こ
競
争

　
　

１
位　

岡
部　

冬
真　

�

2
分
06
秒
86

　
　

小
学
３
年
水
中
か
け
っ
こ
競
争

　
　

１
位　

岡
部　

沙
耶　

�

42
秒
70

　
　

小
学
４
年
男
子
水
中
か
け
っ
こ
競
争

　
　

１
位　

青
柳　

生
吹�

　

33
秒
43

　
　

小
学
５
年
男
子
水
中
か
け
っ
こ
競
争

　
　

１
位　

野
崎　

修
司　

�

32
秒
04

３
．
小
学
１
年
25
ｍ
ビ
ー
ト
板
競
争

　
　

１
位　

野
村　

榎
音�

　

38
秒
16

　
　

２
位　

水
野　

夏
希�

　

44
秒
60

　
　

３
位　

佐
藤　

颯
亮�

　

1
分
20
秒
56

　
　
小
学
２
年
25
ｍ
ビ
ー
ト
板
競
争

　
　

１
位　

遠
藤　

璃
央�

　

27
秒
43

　
　

２
位　

酒
井　

光
希 �

 

28
秒
03

　
　

３
位　

岡
部　

蒼
空　

�

29
秒
17

　
　
小
学
３
年
25
ｍ
ビ
ー
ト
板
競
争

　
　

１
位　

酒
井　

佑
真�

　

29
秒
57

　
　

２
位　

岡
部　

沙
耶 �

 

37
秒
05

　
　

３
位　

岡
部　

日
和�

　

38
秒
80

　
　
小
学
４
年
男
子
25
ｍ
ビ
ー
ト
板
競
争

　
　

１
位　

佐
々
木
璃
玖�

　

26
秒
98

　
　

２
位　

生
田
目
皓
太 �

 

27
秒
75

　
　

３
位　

野
村　

思
温�

　

27
秒
99

　
　
小
学
４
年
女
子
25
ｍ
ビ
ー
ト
板
競
争

　
　

１
位　

矢
吹　

彩
乃　

�

26
秒
02

　
　

２
位　

神
山　

琴
音�

　

33
秒
64

　
　

３
位　

水
野　

沙
香�

　

33
秒
86

４
．
小
学
１
年　
25
ｍ
自
由
形

　
　

１
位　

角
田　

祥
恵�

　

43
秒
81

　
　
小
学
２
年　
25
ｍ
自
由
形

　
　

１
位　

遠
藤　

璃
央�

　

26
秒
13

　
　

２
位　

岡
部　

蒼
空�

　

27
秒
09

　
　

３
位　

青
柳　

陸
生�

　

33
秒
18

シンクロ演技披露

町民水泳大会第23回

ビート板競争

むかで競争

２月19日 ㈰
　プール職員研修のため
臨時休館いたします。
　皆様方のご理解とご協
力よろしくお願いいたし
ます。
� 町民プール所長

プール臨時休館の
お 知 ら せ

館報

furudono

第７０３号

≪３つの運動≫

1. 時間を守りましょう

2. 自然を大切にしましょう

3. あいさつをしましょう

（平成29年２月号）

編集　古殿町公民館
電　 話　53－2305
Ｆ Ａ Ｘ　53－2500
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小
学
３
年　
25
ｍ
自
由
形

　
　

１
位　

酒
井　

佑
真　

�

26
秒
35

　
　

２
位　

野
崎　

友
大  �

31
秒
12

　
　

３
位　

岡
部　

日
和　

�

36
秒
53

　
　
小
学
４
年
男
子
25
ｍ
自
由
形

　
　

１
位　

生
田
目
皓
太　

�

22
秒
14

　
　

２
位　

佐
川　

雅
泉  �

22
秒
64

　
　

３
位　

佐
々
木
璃
玖　

�

23
秒
19

　
　
小
学
４
年
女
子
25
ｍ
自
由
形

　
　

１
位　

矢
吹　

彩
乃　

�
20
秒
47

　
　

２
位　

有
賀　

花
梨　

�
25
秒
28

　
　

３
位　

神
山　

琴
音　

�

29
秒
51

　
　
小
学
５
年
男
子
25
ｍ
自
由
形

　
　

１
位　

矢
内
康
太
朗　

�

26
秒
09

　
　

２
位　

野
崎　

修
司　

�

32
秒
39

　
　
小
学
５
年
女
子　
25
ｍ
自
由
形

　
　

１
位　

佐
々
木　

愛　

�

27
秒
30

　
　

２
位　

平
松　

優
海　

�

30
秒
02

　
　
小
学
６
年
男
子
25
ｍ
自
由
形

　
　

１
位　

佐
々
木
碧
透　

�

18
秒
67

　
　

２
位　

大
竹　

圭
太  �

20
秒
40

　
　
小
学
６
年
女
子
25
ｍ
自
由
形

　
　

１
位　

荒
川　

裕
菜　

�

21
秒
53

　
　

２
位　

佐
川　

玲
奈  �

22
秒
11

　
　

３
位　

角
田　

千
祥　

�

22
秒
57

　
　
中
学
１
年
男
子　
25
ｍ
自
由
形

　
　

１
位　

水
野　

朋
輝　

�

21
秒
87

　
　

２
位　

佐
川　

颯
輝　

�

24
秒
74

　
　

３
位　

久
保
木
慧
寿　

�

27
秒
82

　
　
中
学
２
年
男
子　
25
ｍ
自
由
形

　
　

１
位　

岡
部　

凌
大　

�

29
秒
73

　
　
一
般
男
子　
25
ｍ
自
由
形

　
　

１
位　

菅
野
二
三
夫　

�

18
秒
54

　
　

２
位　

本
郷　

輝
夫　

�

25
秒
29

　
　
一
般
女
子　
25
ｍ
自
由
形

　
　

１
位　

滝
川
奈
美
江　

�

21
秒
36

　
　

２
位　

水
野　

圭
子�

22
秒
14

５
．
小
学
５
年
男
子　
50
ｍ
自
由
形

　
　

１
位　

矢
内
康
太
朗�
１
分
13
秒
52

　
　
小
学
５
年
女
子　
50
ｍ
自
由
形

　
　

１
位　

岡
部　

日
向　

�

55
秒
79

　
　

２
位　

鈴
木　

瑠
那　

�

58
秒
11

　
　

３
位　

佐
々
木　

愛�

1
分
07
秒
07

　
　

小
学
６
年
男
子　
50
ｍ
自
由
形

　
　

１
位　

佐
々
木
碧
透　

�

46
秒
46

　
　

２
位　

大
竹　

圭
太　

�

49
秒
74

　
　

小
学
６
年
女
子　
50
ｍ
自
由
形

　
　

１
位　

遠
藤　

瑠
衣　

�

35
秒
79

　
　

２
位　

荒
川　

裕
菜　

�

51
秒
85

　
　
中
学
１
年
男
子　
50
ｍ
自
由
形

　
　

１
位　

橋
本　

滉
生　

�

49
秒
66

　
　

２
位　

佐
川　

光
汰�

　

52
秒
52

　
　
中
学
２
年
男
子　
50
ｍ
自
由
形

　
　

１
位　

加
藤　

優
稀　

�

46
秒
30

　
　

２
位　

本
郷　

剛
琉　

�

52
秒
21

　
　

一
般
男
子　
50
ｍ
自
由
形

　
　

１
位　

菅
野
二
三
夫　

�

41
秒
43

６
．
小
学
４
年
女
子　
25
ｍ
平
泳
ぎ

　
　

１
位　

有
賀　

花
梨　

�

39
秒
03

　
　
小
学
５
年
女
子　
25
ｍ
平
泳
ぎ

　
　

１
位　

岡
部　

日
向　

�

39
秒
37

　
　

２
位　

平
松　

優
海　

�

53
秒
85

　
　
小
学
６
年
女
子　
25
ｍ
平
泳
ぎ

　
　

１
位　

佐
川　

玲
奈　

�

39
秒
06

　
　

２
位　

角
田　

千
祥　

�

41
秒
65

　
　

３
位　

加
藤
帆
乃
華　

�

46
秒
67

７
．
小
学
６
年
女
子　
50
ｍ
平
泳
ぎ

　
　

１
位　

遠
藤　

瑠
衣�

　

47
秒
35

８
．
申
告
タ
イ
ム 

ズ
バ
リ
当
て
25
ｍ

　
　

１
位　

佐
川　

雅
泉�

時
間
差 

0
秒
14

　
　

２
位　

佐
々
木
璃
玖�　

〃　

 

0
秒
35

　
　

３
位　

酒
井　

光
希� 　

〃　

 

0
秒
96

  ９
．
申
告
タ
イ
ム 

ズ
バ
リ
当
て
50
ｍ

　
　

１
位　

佐
々
木
碧
透 �

時
間
差 

1
秒
14

　
　

２
位　

遠
藤　

璃
衣�　

 

〃 　

1
秒
92

　
　

３
位　

菅
野
二
三
夫 �　

〃 　

4
秒
76

10
．
家
族
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
（
ペ
ア
）
50
ｍ

　
　

１
位　

芳
賀　

正
和（
友　

紀
）�52
秒
70

　
　

２
位　

矢
内　

義
雄（
健
次
朗
）53
秒
02

　
　

３
位　

野
崎　

孝
史（
那　

奈
）58
秒
03 

一生懸命に泳ぎました

家族でチャレンジ

白熱した 100ｍリレー
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11
．
小
学
団
体
競
技　
50
ｍ
む
か
で
競
争

　
　

１
位　

チ
ー
ム  

Ｆ
ｒ
ｅ
ｅ（
古
殿
小
）

　
　
〔�

加
藤
帆
乃
華
、
渡
辺
琳
香
、
角
田
千
祥
、

佐
々
木 

愛
、
平
松
優
海
〕�

40
秒
99

　
　

２
位　

チ
ー
ム　

６
年
生
（
古
殿
小
）

　
　
〔�

佐
々
木
碧
透
、
佐
川
玲
奈
、
大
竹
圭
太
、

荒
川
裕
菜
、
橋
本
愛
未
〕�

43
秒
11

　
　

３
位　

ザ
・
ム
カ
デ
団
（
古
殿
小
）

　
　
〔�

佐
川
雅
泉
、
有
賀
花
梨
、
佐
々
木
璃
玖
、

矢
吹
彩
乃
、
久
保
木
海
大
〕�

51
秒
52

　
　
中
学
男
子
団
体
競
技　
50
ｍ
む
か
で
競
争

　
　

１
位　

古
中
野
球
部
Ｂ
（
古
殿
中
）

　
　
〔�

本
郷
剛
琉
、
岡
部
凌
大
、
佐
川
颯
輝
、

久
保
木
慧
寿
、
橋
本
滉
生
〕� 

38
秒
68

　
　
一
般
団
体
競
技　
50
ｍ
む
か
で
競
争

　
　

１
位　

大
人
の
水
泳
倶
楽
部
（
一
般
）

　
　
〔�

渡
邉 

進
、
滝
川
奈
美
江
、
水
野
圭
子
、

本
郷
孝
子
、
菅
野
二
三
夫
〕　

38
秒
33

　
　

２
位　
お
杉
ち
ゃ
ん
チ
ー
ム（
プ
ー
ル
大
学
）

　
　
〔�

横
田
愛
子
、
小
澤
英
子
、
松
本
美
智
子
、

西
丸
リ
キ
、
鈴
木
完
治
〕�

42
秒
73

　
　

３
位　
さ
く
ら
ち
ゃ
ん
チ
ー
ム 

（
プ
ー
ル
大
学
）

　
　
〔�

本
郷
輝
夫
、
白
石
真
嗣
、
松
田
弘
子
、

遠
藤
佳
子
、
薄
井
キ
ク
イ
〕�

44
秒
36

12
．
小
学
団
体
競
技　
100
ｍ
リ
レ
ー

　
　

１
位　

チ
ー
ム　

６
年
生
（
古
殿
小
）

　
　
〔�

佐
々
木
碧
透
、
佐
川
玲
奈
、
大
竹
圭
太
、

荒
川
裕
菜
〕�

1
分
23
秒
61

　
　

２
位　

最
速
４
年
２
組
（
古
殿
小
）　

　
　
〔�

佐
川
雅
泉
、
有
賀
花
梨
、
佐
々
木
璃
玖
、

矢
吹
彩
乃
〕�

1
分
32
秒
03

　
　

３
位　

が
ん
ば
る
４
年
生
（
古
殿
小
）

　
　
〔�

野
村
思
温
、
佐
川
一
徳
、
久
保
木
海
大
、

生
田
目
皓
太
〕�
1
分
47
秒
59

　
　
中
学
団
体
競
技　
100
ｍ
リ
レ
ー

　
　

１
位　

古
中
野
球
部
Ａ
（
古
殿
中
）　

　
　
〔�

加
藤
優
稀
、
佐
川
颯
輝
、
佐
川
光
汰
、

水
野
朋
輝
〕�

1
分
25
秒
15

　
　
一
般
団
体
競
技　
100
ｍ
リ
レ
ー

　
　

１
位　

大
人
の
水
泳
倶
楽
部
（
一
般
）

　
　
〔�

本
郷
輝
夫
、
滝
川
奈
美
江
、
水
野
圭
子
、

菅
野
二
三
夫
〕�

1
分
25
秒
39

平成29年度  公民館・体育施設の利用申請について
　平成29年度（平成29年４月１日～平成30年３月31日）に大会・行事等で体育施設等を専有使用
する団体・サークル・グループ等の利用申込みを受け付けます。

申請できる施設名称

　○古殿町公民館　　　　　○古殿町勤労者体育センター　　　○女性・若者等活動促進施設

　○古殿町民第２体育館　　○古殿町屋内ゲートボール場　　　○古殿町民運動場

申請の手続き

　○�町公民館で各施設使用許可申請書に必要事項を記入し、
申込みしてください。

　●２月16日㈭～２月24日㈮まで先着順に受付します。
　　ただし、町の行事等を優先します。

申込み（問い合わせ）先

　町公民館　 ☎５３－２３０５
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命�

�
古
殿
中
学
校　

二
年
二
組　
　

�
　

緑　
川　
茉　
奈

　

最
近
ニ
ュ
ー
ス
を
見
て
い
る
と
、
殺
人
事

件
や
自
殺
な
ど
、
胸
を
痛
め
ず
に
は
い
ら
れ

な
い
も
の
が
、
多
い
と
感
じ
ま
す
。
い
ろ
い

ろ
と
複
雑
な
現
代
に
は
様
々
な
問
題
が
あ
る

と
思
い
ま
す
が
、
命
を
亡
く
し
て
し
ま
う
よ

う
な
事
件
が
多
い
と
い
う
こ
と
は
、
と
て
も

悲
し
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　

そ
う
し
た
中
で
も
私
が
気
に
な
る
の
は
自

殺
を
す
る
人
が
増
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
で

す
。「
自
殺
を
し
て
し
ま
っ
た
人
は
ど
ん
な

悩
み
を
抱
え
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。」
と
私

は
い
つ
も
考
え
ま
す
。
実
際
に
そ
う
し
た
事

件
の
報
道
を
み
る
と
、
友
達
付
き
合
い
で
の

悩
み
や
ケ
ン
カ
、
い
じ
め
な
ど
私
た
ち
の
周

り
で
も
お
き
そ
う
な
こ
と
が
原
因
の
一
つ
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

実
際
に
私
も
友
達
と
の
付
き
合
い
方
で
悩

ん
だ
こ
と
は
あ
り
ま
す
。
確
か
に
人
と
の
付

き
合
う
と
い
う
こ
と
は
本
当
に
難
し
い
こ
と

だ
と
は
思
い
ま
す
。
け
れ
ど
、
生
き
て
い
く

う
え
で
は
、
と
て
も
大
切
な
こ
と
で
す
。
ま

た
、
そ
れ
に
よ
っ
て
楽
し
み
や
充
実
感
を
味

わ
う
こ
と
も
で
き
る
の
で
す
。

　

そ
れ
が
、
と
き
に
は
人
の
命
を
奪
っ
て
し

ま
う
こ
と
に
も
つ
な
が
っ
て
し
ま
う
の
は
な

ぜ
な
の
か
。
こ
の
機
会
に
私
自
身
が
他
人
と

ど
の
よ
う
に
接
し
て
い
く
べ
き
な
の
か
、
悲

し
い
事
件
を
減
ら
す
た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば

い
い
か
を
考
え
て
み
よ
う
と
思
い
ま
す
。

　

私
も
中
学
生
に
な
っ
た
頃
か
ら
、
友
達
と

の
付
き
合
い
方
で
よ
く
悩
む
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
中
学
校
は
い
ろ
い
ろ
な
考
え
方
の

人
や
い
ろ
い
ろ
な
性
格
の
人
に
出
会
う
時
期

で
す
。
私
が
最
初
に
悩
ん
だ
こ
と
は
、
自
分

と
は
正
反
対
の
タ
イ
プ
の
人
と
の
付
き
合
い

方
で
す
。
私
が
苦
手
意
識
を
持
っ
て
い
る
の

は
、
自
分
が
あ
ま
り
物
事
を
は
っ
き
り
と
言

え
な
い
の
で
、
思
っ
て
い
る
こ
と
を
は
っ
き

り
と
言
う
人
で
す
。
で
も
、
そ
れ
は
そ
の
人

の
個
性
で
あ
っ
て
、
決
し
て
短
所
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
む
し
ろ
長
所
と
言
っ
て
も
い
い
と

思
い
ま
す
。
頭
で
は
そ
う
と
分
か
っ
て
い
て

も
、
な
か
な
か
う
ま
く
付
き
合
う
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
。
け
れ
ど
、
他
の
友
達
が

そ
う
し
た
人
と
付
き
合
っ
て
い
る
の
を
み
る

と
、
ど
う
し
て
私
は
素
直
に
な
ら
な
か
っ
た

の
だ
ろ
う
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
私

は
い
つ
も
相
手
が
理
解
し
て
く
れ
る
の
を

待
っ
て
い
る
だ
け
で
、
自
分
が
相
手
を
理
解

し
よ
う
と
は
し
て
い
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
つ
ま
り
、
相
手
を
理
解
し
よ
う
と

し
な
い
私
に
問
題
が
あ
っ
た
の
で
す
。

　

そ
の
こ
と
に
気
づ
い
て
か
ら
は
、
相
手
の

良
さ
が
ど
ん
ど
ん
見
え
て
き
ま
し
た
。
相
手

を
理
解
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
個
性
を
認
め

合
う
こ
と
だ
と
、
改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
自
分
の
意
思
を
は
っ
き
り
表
現
で

き
な
い
自
分
の
弱
さ
に
も
原
因
が
あ
り
ま

す
。
以
前
こ
ん
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
仲

の
良
い
友
達
と
生
活
班
が
一
緒
に
な
っ
た
と

き
に
「
掃
除
な
ん
て
面
倒
だ
か
ら
さ
ぼ
ろ
う

よ
。」
と
言
わ
れ
、
私
は
「
さ
ぼ
る
の
は
楽

だ
け
ど
、
や
っ
ぱ
り
嫌
だ
」
と
内
心
は
思
っ

て
い
た
の
に
、「
ち
ゃ
ん
と
や
ろ
う
よ
。」
と

は
言
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
相
手
に
嫌
わ
れ
る

の
が
恐
い
と
い
う
気
持
ち
が
あ
り
ま
し
た
。

け
れ
ど
、
ど
ん
な
に
仲
が
良
く
て
も
意
見
ま

で
一
緒
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
本
音
を
言
え
て

こ
そ
本
当
の
友
達
な
の
に
、
自
分
の
意
思
を

伝
え
ず
偽
の
自
分
に
つ
き
合
わ
せ
る
の
は
、

相
手
に
も
失
礼
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
だ

か
ら
自
分
を
し
っ
か
り
も
っ
て
人
と
付
き
合

い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
年
の
夏
、
あ
る
番
組
に
被
爆
者
の
方
が

出
演
し
、
一
人
の
友
人
を
置
き
去
り
に
し
て

逃
げ
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
、
ず
っ
と
後
悔
し

て
い
る
と
い
う
お
話
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

戦
後
七
十
年
以
上
が
た
っ
て
も
、
心
の
傷
に

な
っ
て
い
る
と
い
う
事
実
に
、
私
は
本
当
に

胸
が
苦
し
く
な
り
、
命
の
重
さ
を
痛
感
し
ま

し
た
。
一
人
一
人
の
命
が
ど
れ
ほ
ど
尊
い
も

の
か
を
考
え
た
時
、
普
段
の
友
達
の
生
活
の

中
で
も
、
相
手
を
大
切
に
す
る
こ
と
が
、
命

を
大
切
に
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
ま
し
た
。

　

相
手
の
個
性
を
認
め
る
こ
と
、
そ
し
て
自

分
の
個
性
も
大
切
に
し
て
、
お
互
い
が
自
分

の
考
え
を
伝
え
合
う
こ
と
、
そ
れ
が
一
人
一

人
が
活
き
て
い
る
と
い
う
証
に
な
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

も
し
、
み
ん
な
同
じ
性
格
で
、
み
ん
な
同

じ
考
え
か
た
だ
っ
た
ら
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

た
っ
た
一
人
し
か
い
な
い
自
分
と
い
う
価
値

が
薄
く
な
ら
な
い
で
し
ょ
う
か
。
み
ん
な
そ

れ
ぞ
れ
違
う
か
ら
こ
そ
、
全
て
の
命
が
尊

く
、
大
切
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

今
、
社
会
で
は
、
戦
争
や
殺
人
、
自
殺
な

ど
様
々
な
事
件
が
後
を
た
ち
ま
せ
ん
。

　

け
れ
ど
、
私
た
ち
は
そ
の
命
の
尊
さ
に
気

付
き
、
一
人
一
人
が
自
分
の
命
を
大
切
に

し
、
自
分
に
し
か
な
い
命
の
輝
き
で
日
々
の

生
活
を
満
た
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
な
の
だ

と
私
は
思
い
ま
す
。

　
失
っ
て
気
づ
い
た
こ
と�

�

古
殿
中
学
校　

三
年
一
組　
　

�

　

田　
口　
未　
来

　

皆
さ
ん
は
、
失
っ
て
か
ら
大
切
な
こ
と
に

気
づ
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。
ま
た
、
そ

れ
を
知
っ
て
初
め
て
後
悔
し
た
こ
と
は
あ
り

ま
す
か
。

　

今
年
の
一
月
、
私
は
お
正
月
を
母
の
実
家

で
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。
一
月
四
日
の
夜
の

こ
と
で
し
た
。
突
然
、
父
か
ら
の
電
話
が
鳴

り
響
き
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
の
ん
び
り
と
正

月
気
分
に
浸
っ
て
い
た
私
の
心
に
冷
た
い
水

を
浴
び
せ
た
の
で
す
。

「
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
、
風
呂
で
倒
れ
た
。」

「
え
っ
！
」

そ
の
後
、
父
が
何
と
言
っ
た
の
か
、
そ
し
て

自
分
が
何
と
答
え
た
の
か
、
そ
の
時
は
頭

の
中
が
真
っ
白
に
な
り
、
何
も
覚
え
て
い
ま

せ
ん
で
し
た
。
祖
母
は
、
意
識
不
明
の
重
体

だ
っ
た
の
で
す
。

　

電
話
が
来
て
か
ら
す
ぐ
に
、
私
た
ち
は

祖
母
が
運
ば
れ
た
病
院
へ
向
か
い
ま
し
た
。

「
早
く
。
早
く
。」
と
心
は
あ
せ
り
ま
す
が
ど

う
に
も
な
り
ま
せ
ん
。
車
の
中
で
も
、
病
院

の
廊
下
で
も
、
私
は
心
の
中
で

「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
死
な
な
い
で
、
頑
張
っ

て
」
と
、
ず
っ
と
祈
り
続
け
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
病
室
の
ド
ア
を
開
け
た
時
に

は
、
も
う
既
に
祖
母
は
帰
ら
ぬ
人
に
な
っ
て

い
た
の
で
す
。

「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
。」

と
呼
び
か
け
て
も
返
事
は
な
く
、
私
の
声
だ

け
が
む
な
し
く
響
い
て
い
る
だ
け
で
し
た
。

祖
母
は
病
院
に
着
く
頃
に
は
意
識
も
も
ど
ら

ぬ
ま
ま
、
亡
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
そ
う
で

す
。

　

ベ
ッ
ド
に
横
た
わ
る
祖
母
の
姿
が
と
て
も

小
さ
く
見
え
ま
し
た
。
そ
し
て
、
優
し
く

第
１
回　
「
少
年
の
主
張
」大
会　

発
表
原
稿　

③

�

（
原
文
の
ま
ま
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。)　

（
14
ペ
ー
ジ
に
続
く
）
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穏
や
か
な
祖
母
の
表
情
は
そ
の
ま
ま
静
か
に

眠
っ
て
い
る
よ
う
で
、
私
に
は
、
祖
母
が
亡

く
な
っ
た
と
い
う
実
感
が
全
く
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
あ
ま
り
に
も
突
然
す
ぎ
て
、
悲
し

み
よ
り
も
驚
き
の
方
が
大
き
く
て
涙
も
出
な

か
っ
た
の
で
す
。

　

そ
し
て
、
病
院
か
ら
家
に
戻
り
、
亡
く

な
っ
た
祖
母
の
顔
を
見
て
い
る
う
ち
に
、
初

め
て
た
く
さ
ん
の
涙
が
こ
ぼ
れ
て
き
ま
し

た
。

「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
こ
ん
な
に
、
早
く
死
ん

じ
ゃ
う
な
ん
て
。
信
じ
ら
れ
な
い
よ
。
も
っ

と
話
し
た
か
っ
た
。
話
し
た
い
こ
と
が
い
っ

ぱ
い
あ
っ
た
の
に
。」

　

私
の
心
に
あ
っ
た
の
は
、
深
い
悲
し
み
と

後
悔
の
思
い
で
し
た
。
そ
れ
は
、
十
二
月
の

祖
母
の
誕
生
日
に
「
お
め
で
と
う
」
の
言
葉

を
言
え
な
か
っ
た
こ
と
。
そ
し
て
、
も
う
一

つ
は
、
も
し
も
そ
の
夜
、
私
が
実
家
に
行
か

ず
家
に
居
た
な
ら
、
祖
母
は
助
か
っ
た
か
も

し
れ
な
い
と
い
う
こ
と
。
お
風
呂
に
入
る
と

き
は
い
つ
も
私
が
声
を
掛
け
た
り
、
様
子
を

見
た
り
し
て
い
た
か
ら
で
す
。

　

祖
母
と
の
思
い
出
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。
私
と
は
性
格
が
正
反
対
で
、
そ
れ
で
も

私
の
良
き
理
解
者
で
し
た
。
友
達
と
け
ん

か
し
た
時
に
は
「
あ
ん
ま
り
気
に
す
る
な
。」

と
声
を
か
け
て
く
れ
た
祖
母
。
進
路
に
つ
い

て
も
よ
く
相
談
に
乗
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
家

族
が
「
行
っ
て
き
ま
す
。」「
た
だ
い
ま
。」
と

声
を
掛
け
る
と
、「
い
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
。」

「
お
帰
り
。」
と
必
ず
返
し
て
く
れ
た
祖
母
。

そ
の
声
を
聞
く
と
な
ぜ
か
安
心
し
た
も
の
で

す
。
ど
れ
ほ
ど
私
た
ち
家
族
の
支
え
に
な
っ

て
く
れ
て
い
た
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

　

あ
れ
か
ら
九
ヶ
月
が
経
ち
ま
し
た
。
今
で

も
家
に
帰
る
と
「
お
帰
り
。」
と
い
う
祖
母

の
温
か
い
声
が
聞
こ
え
る
よ
う
な
気
が
し
ま

す
。
口
げ
ん
か
を
し
た
り
、
反
抗
し
た
り
甘

え
て
困
ら
せ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
い
つ
も
側
に
い
て
、
私
た
ち
家
族
を
支

え
て
く
れ
て
い
た
祖
母
。
当
た
り
前
過
ぎ
て

そ
の
時
は
気
づ
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
失
っ
て

初
め
て
祖
母
の
存
在
の
大
切
さ
を
知
っ
た
の

で
す
。

　

今
年
の
十
二
月
の
祖
母
の
誕
生
日
。
生
き

て
い
た
ら
七
十
六
歳
に
な
る
祖
母
に
、
私
は

「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
今
ま
で
本
当
に
あ
り
が

と
う
。
こ
れ
か
ら
も
私
、
頑
張
る
か
ら
見

守
っ
て
い
て
ね
。」

と
伝
え
た
い
で
す
。

　

私
た
ち
は
誰
も
が
周
囲
の
人
に
支
え
ら
れ

て
、
助
け
ら
れ
て
生
き
て
い
ま
す
。
そ
ん
な

当
た
り
前
の
こ
と
だ
か
ら
こ
そ
、
そ
の
こ
と

を
忘
れ
ず
に
、
周
囲
の
人
と
の
ふ
れ
あ
い
を

大
切
に
し
て
、
一
日
一
日
を
過
ご
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
。
後
悔
し
な
い
た
め
に
！

　
夢
を
持
つ
こ
と�

�
古
殿
中
学
校　

三
年
二
組　
　

�
　

矢　
内　
美　
優

　

皆
さ
ん
の
夢
は
何
で
す
か
。
ま
た
、
将
来

は
ど
ん
な
仕
事
に
就
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
か
。

　

私
に
は
、
小
学
校
の
頃
か
ら
叶
え
た
い
と

思
い
続
け
て
い
る
夢
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ

は
、
保
育
士
に
な
る
事
で
す
。
な
ぜ
な
ら
、

私
に
は
子
供
が
と
て
も
好
き
と
い
う
単
純
な

思
い
が
あ
り
、
い
つ
か
子
供
に
関
わ
っ
て
い

く
仕
事
に
就
き
た
い
な
と
考
え
て
い
る
か
ら

で
す
。
そ
し
て
、
こ
の
思
い
は
子
供
た
ち
と

実
際
に
ふ
れ
あ
う
体
験
を
通
し
て
、
よ
り
確

か
な
も
の
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

私
は
昨
年
、
中
学
二
年
生
の
時
の
職
場
体

験
で
、
地
元
の
こ
ど
も
園
に
行
き
ま
し
た
。

た
っ
た
二
日
間
で
し
た
が
、
私
は
そ
こ
で
、

働
く
こ
と
の
大
切
さ
や
働
く
喜
び
を
実
感
し

ま
し
た
。
そ
し
て
将
来
の
夢
を
よ
り
確
か
な

も
の
に
で
き
た
の
で
す
。

　
「
先
生
、
遊
ぼ
う
。」

　
「
先
生
、
あ
の
ね
。
し
ん
ち
ゃ
ん
が
ね
…
」

明
る
く
元
気
な
子
供
た
ち
。
き
ら
き
ら
と
瞳

を
輝
か
せ
て
話
し
か
け
て
く
る
子
供
た
ち
。

そ
ん
な
子
供
た
ち
の
姿
を
見
て
い
る
と
、
自

然
と
私
も
笑
顔
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
子
供

た
ち
の
表
情
は
様
々
で
、
笑
っ
た
り
、
泣

い
た
り
、
怒
っ
た
り
と
、
次
々
と
変
化
し
て

い
き
ま
す
。
中
に
は
急
に
泣
き
出
す
子
が
い

て
、
ど
う
し
て
泣
い
て
い
る
の
か
、
話
を
聞

い
て
も
分
か
ら
ず
、
ど
の
よ
う
に
対
応
す
れ

ば
よ
い
か
戸
惑
っ
て
し
ま
う
事
も
あ
り
ま
し

た
。

　

ま
た
、
子
供
は
自
分
の
感
情
を
ま
っ
す
ぐ

ぶ
つ
け
て
き
て
、
一
生
懸
命
伝
え
て
き
ま

す
。
私
の
周
り
に
集
ま
っ
て
き
た
子
供
た
ち

が
一
斉
に
し
ゃ
べ
り
だ
し
て
、
収
拾
が
つ
か

な
く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

本
当
に
子
供
た
ち
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
圧
倒
さ

れ
っ
ぱ
な
し
で
し
た
。
全
力
で
ぶ
つ
か
っ
て

く
る
子
供
た
ち
を
、
私
も
全
力
で
受
け
止
め

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

実
際
の
こ
の
よ
う
な
場
面
で
は
、
一
瞬
も

気
が
抜
け
な
い
緊
迫
感
や
責
任
感
を
感
じ
ま

し
た
。
子
供
は
可
愛
い
し
、
遊
ん
で
い
て
楽

し
い
で
す
。
し
か
し
、
た
だ
子
供
が
好
き
だ

か
ら
と
い
う
単
純
な
思
い
だ
け
で
は
、
こ
の

仕
事
は
勤
ま
ら
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
保
育
士
の
先
生
方
は
、
一
人
一

人
の
子
供
た
ち
の
話
を
よ
く
聞
き
、
確
実

に
対
応
し
て
い
ま
し
た
。
忙
し
い
中
で
も
子

供
と
目
を
き
ち
ん
と
合
わ
せ
て
、
話
を
聞
い

て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
す
ご
い
な
と
思
っ

た
こ
と
は
、
子
供
の
ち
ょ
っ
と
し
た
言
葉
や

表
情
の
変
化
を
見
逃
さ
ず
、
子
供
の
思
い
を

し
っ
か
り
と
く
み
と
っ
て
い
る
こ
と
で
し

た
。

　

保
育
所
や
幼
稚
園
は
子
供
の
命
を
預
か
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
い
つ
、
ど
こ
で
、
ど

ん
な
こ
と
が
お
き
る
の
か
分
か
り
ま
せ
ん
。

そ
の
中
で
も
先
生
方
は
子
供
一
人
一
人
の
命

に
責
任
を
持
ち
、
子
供
達
が
楽
し
く
生
活
で

き
る
よ
う
な
環
境
を
作
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
先
生
方
の
姿
を
目
の
当
た
り
に
し
た

私
は
、
改
め
て
働
く
こ
と
の
大
切
さ
を
学
び

ま
し
た
。

　

こ
の
保
育
士
と
い
う
大
き
な
夢
を
実
現
す

る
た
め
に
は
、
私
が
日
常
生
活
の
中
で
心
が

け
て
い
る
こ
と
が
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
。
そ

れ
は
、
相
手
の
立
場
に
な
っ
て
、
相
手
の
気

持
ち
を
考
え
る
事
で
す
。
相
手
の
気
持
ち
も

考
え
ず
に
自
分
の
意
見
ば
か
り
を
押
し
通
し

て
し
ま
う
と
、
相
手
を
嫌
な
思
い
に
さ
せ
て

し
ま
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
も
し
、
こ
れ
が

小
さ
い
子
供
だ
っ
た
ら
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

自
分
の
思
い
が
受
け
入
れ
ら
れ
ず
、
ス
ト
レ

ス
が
高
ま
り
、
癇
癪
を
起
し
た
り
心
を
閉
ざ

し
て
し
ま
っ
た
り
す
る
原
因
に
な
る
で
し
ょ

う
。
保
育
士
に
な
る
た
め
に
は
、
相
手
の
気

持
ち
を
考
え
る
事
が
大
切
に
な
っ
て
く
る
と

思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
言
葉
遣
い
も
同
様
で
す
。
大
人
の

言
葉
遣
い
が
悪
け
れ
ば
、
子
供
は
真
似
を
し

て
そ
の
言
葉
を
覚
え
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
事
が
な
い
よ
う
に
、
日
常
生
活
の
中

で
し
っ
か
り
と
見
直
し
、
心
が
け
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
自
分
の
将
来
に
つ
い
て
考
え
て

み
て
下
さ
い
。
将
来
に
向
け
て
夢
を
実
現
す

る
た
め
に
、
今
か
ら
で
き
る
事
が
あ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
今
自
分
に
で
き
る
事
、
や
る

べ
き
事
を
し
っ
か
り
考
え
、
夢
の
実
現
に
向

け
て
努
力
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
私
も
こ
れ

か
ら
、
夢
に
向
か
っ
て
一
歩
一
歩
歩
ん
で
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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歌
友
会
例
会
作
品

文
芸

初
雪
を
被
ぎ
し
紅
葉
ま
ば
ら
な
り

　
　
　
　
夕
か
げ
り
見
る
峡
の
寂
し
さ

�

有　
賀　
智
枝
子

旅
好
き
な
亡
夫
で
し
た
ね　
胸
内
に

　
　
　
　
き
ら
め
く
思
い
出
今
宵
も
な
ぞ
る

�

佐　
川　
静　
子

石
蕗
の
楚
楚
た
る
花
の
霜
枯
れ
て

　
　
　
　
艶
や
か
な
葉
は
庭
隈
飾
る

�

我　
妻　
慶　
子

ア
メ
リ
カ
と
韓
国
も
揺
れ
て
日
本
の

　
　
　
　
総
理
の
力
量
た
め
さ
れ
る
時

�

矢　
吹　
和　
子

八
十
過
ぎ
て
健
康
寿
命
の
長
か
れ
と

　
　
　
　
日
々
勤
し
む
や
秋
の
取
り
入
れ

�

鎌　
田　
佳　
子

無
花
果
の
熟
れ
る
を
か
ぎ
つ
け
早
早
と

　
　
　
　
ス
ズ
メ
蜂
の
む
れ
て
人
近
づ
け
ず

�

遠　
藤　
ヨ
シ
イ

今
月
の
図
書

ト
ラ
ン
プ
思
考

�
ド
ナ
ル
ド
・
ト
ラ
ン
プ 

著　

�

月
谷　
真
紀 

翻
訳

　
い
ま
世
界
中
が
注
目
す
る
男
、
ド
ナ
ル
ド
・
ト
ラ

ン
プ
。
一
見
、
奔
放
に
見
え
る
が
、
実
は
し
っ
か
り

と
し
た
成
功
哲
学
の
数
々
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
、

数
少
な
い
ト
ラ
ン
プ
本
人
の
自
著
。

う
さ
ぎ
の
ニ
コ
ラ
ス

�

オ
ー
レ
・
リ
ソ
ム 　
著　

�

リ
チ
ャ
ー
ド
・
ス
キ
ャ
リ
ー 

イ
ラ
ス
ト

�

木
坂 　
涼 

翻　
訳 

　
自
然
豊
か
な
森
で
暮
ら
す
う
さ
ぎ
の
男
の
子
ニ
コ

ラ
ス
。
四
季
そ
れ
ぞ
れ
の
素
晴
ら
し
さ
を
、
リ
ズ
ミ

カ
ル
で
や
さ
し
い
言
葉
で
、

教
え
て
く
れ
ま
す
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ・ス
ト
ー
リ
ー

�

お
ん
な
城
主　
直
虎　
前
編

�

Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版　

 

著

　
戦
国
の
ニ
ュ
ー
ヒ
ロ
イ
ン
誕
生
！
２
０
１
７
年
大

河
ド
ラ
マ
『
お
ん
な
城
主　

直
虎
』
を
完
全
ガ
イ

ド
！

　
そ
れ
が
天
命
な
ら
ば
、
覚
悟
を
決
め
る
。

　

姫
で
あ
り
な
が
ら
男
の
名
を
名
乗
り
、
戦
国
を

生
き
抜
い
た
「
井
伊
直
虎
」。
そ
の
波
乱
の
生
涯
を

描
く
大
河
ド
ラ
マ
を
徹
底
紹

介
。
ド
ラ
マ
を
楽
し
む
た
め

に
必
携
の
一
冊
。

図
書
館
か
ら
の

�
お
知
ら
せ

　

本
の
返
却
期
間
は
通
常
、２
週
間
以
内
と
な
っ

て
お
り
ま
す
が
、
月
刊
誌
等
の
本
に
関
し
ま
し

て
は
、
１
週
間
以
内
に
ご
返
却
く
だ
さ
い
。

　

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

～
十
二
月
例
会
～
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ひろばは皆さんが参加するページです お知らせしたいことや学校での出来事、自慢のペットや趣味
など何でもお寄せください。みなさんにご紹介します。

「
ポ
ン
」
で
す
。

酉
年
だ
ポ
ン
。

「
ア
ス
ラ
ン
」
で
す
。

よ
ろ
し
く
ね
！

ひろばは皆さんが参加するページです

①お子さんはどんな遊びが好きですか？
②お子さんの好きな食べ物は何ですか？
③虫歯にならないように心がけたことは何ですか？
　（現在、むし歯があってもなくても）
④お子さんに何かひとことお願いします！！

３歳児健診で、 むし歯のない子が表彰されました。

佐川　大
ひろたか
岳くん

（保護者：詩織さん）
松川字薄木

①�恐竜、昆虫フィギュアでバトル、車・鉄道遊び

②お肉、チャーハン、りんご、みかん

③�仕上げみがきをしっかりと。大人も気をつける。

④�３歳おめでとう！
　�弟と遊んでくれたり、いろんなことができるようになったり、
しっかりお兄さんになってきましたね！
　いっぱい食べて、寝て、すくすく育ってね！

牛肉ともやしの中華風スープ
一人分の栄養価…154kcal	 たんぱく質 13g
	 カルシウム９mg　食塩相当量 4.1g

作 り 方

今月の献立

材　料（４人分）

寒い季節に体があたたまるスープです。肉も入っているので、おかず
にもなります。ぜひ赤身の肉を使ってヘルシーにあつあつをどうぞ。
� （在宅栄養士　吉田　妙子 さん）

❶�熱した鍋にごま油を入れ、すりおろしたしょう
が、みじん切りにしたにんにくを入れて火にか
け、香りが出たら牛肉を加えて中火で５分ほど炒
める。もやし、Ａを加えてさらに１～２分炒め
る。

❷�❶にＢを加えて中火で５分ほど煮て火を止める。
器に盛り、白髪ねぎをのせる。

牛肉（こま切れ）�������� 160g
もやし…����������� 200g
しょうが…���������� 1/2片
にんにく����������� ２片
長ねぎ�������������10g
Ａ 塩、こしょう�������� 各少々
Ｂ  鶏がらスープ（液体） ���� ５カップ
　  しょうゆ�������� 大さじ２
　  塩����������� 小さじ２
ごま油���������� 小さじ２
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地　区　名 燃えるごみ

全　　　地　　　区 毎週火・金曜日

地　区　名 資源ごみ 燃えないごみ
Ａ
地
区
  仙石、鎌田、田口、竹貫、
  上松川、下松川

２日㈭　
16日㈭　

９日㈭　
23日㈭　

Ｂ
地
区
  下山上、上山上、論田、
  大久田

９日㈭　
23日㈭　

２日㈭　
16日㈭　

こども園クリスマス会（12月20日）

日
SUN

　月　
mon

火
tue

水
wed

木
thu

金
fri

土
sat

29 30 31 １ ２ ３ ４
いきいきくらぶ
（10:00 ～）
運動指導室開放日
（18:00～21:00）
…健康管理センター

５ ６ ７ ８ ９ 10 11
○医 ひらた中央病院
　（平田村）
☎ 55-3333

元気はつらつ教室
（13:00 ～）
母と子の広場
（9:30 ～ 15:00）
…健康管理センター

運動指導室開放日
（18:00～21:00）
…健康管理センター

いきいきくらぶ
（10:00 ～）
転倒予防教室
（13:30 ～）
…健康管理センター
3 ヶ月児健診・脱臼検診
（13:00 ～）
…石川町保健センター

リハビリ教室
（13:00 ～）
運動指導室開放日
（18:00～21:00）
…健康管理センター

○医 ひらた中央病院
　（平田村）
☎ 55-3333

12 13 14 15 16 17 18
○医 ひらた中央病院
　（平田村）
☎ 55-3333

元気はつらつ教室
（13:00 ～）
母と子の広場
（9:30 ～ 15:00）
…健康管理センター

乳児相談（午前）
（5カ月児･10カ月児）
こども歯科クリニック
（午後）
運動指導室開放日
（18:00～21:00）
…健康管理センター

離乳食教室
（９:30 ～）
…健康管理センター

すくすく教室
（10:00 ～）
…健康管理センター

いきいきくらぶ
（10:00 ～）
運動指導室開放日
（18:00～21:00）
…健康管理センター

19 20 21 22 23 24 25
○医 角田内科医院
　（浅川町）
☎ 36-2067

１歳６ヵ月児・３歳児健診
（13:00 ～）
母と子の広場
（9:30 ～ 11:30）
…健康管理センター

元気はつらつ教室
（13:00 ～）
運動指導室開放日
（18:00～21:00）
…健康管理センター

いきいきくらぶ
（10:00 ～）
転倒予防教室
（13:30 ～）
…健康管理センター

リハビリ教室
（13:00 ～）
運動指導室開放日
（18:00～21:00）
…健康管理センター

26 27 28
○医 とりごえ整形外科クリニック
　（石川町）
☎ 26-5050

元気はつらつ教室
（13:00 ～）
母と子の広場
（9:30 ～ 15:00）
…健康管理センター
【納税日】
国民健康保険税（７期）
固定資産税（４期）

運動指導室開放日
（18:00～21:00）
…健康管理センター

２月 くらしのカレンダー

※○医 は休日当番医です。掲載を希望される行事がありましたらご連絡ください。
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くらしに役立つ
情  報

Information

町 の 人 口

現住人口調査
１月１日現在（前月比）

役場の電話番号
0247－53－3111（代表）

　ＦＡＸ� ５３－３１５４
　ＦＡＸ� 5 ３－４５１１
　ホームページ
　http://www.town.furudono.fukushima.jp/
　Ｅメール
　info@town.furudono.fukushima.jp

●総　務　課� ５３－４６１１
●地域整備課� ５３－４６１２
　　　〃　　� ５３－４６１５
●産業振興課� ５３－４６１３
　　　〃� ５３－４６２０
●農業委員会� ５３－４６１４
●生活福祉課� ５３－４６１６
●住民税務課� ５３－４６１７
　　　〃� ５３－４６１８
●出　納　室� ５３－４６１９
●議会事務局� ５３－４６２１
●教育委員会� ５３－３６５５
●公　民　館� ５３－２３０５
●ふるどのこども園� ５７－５７３６
●健康管理センター� ５３－４０３８

いきいき遊里工房� ５３－２３１３

おふくろの駅� ５３－４０７０

ふるどの荘� ３２－１１８０

社会福祉協議会� ５３－４３９４

古殿小学校� ５３－２０４９

古殿中学校� ５３－３１３５

お
知
ら
せ

　

須
賀
川
税
務
署
の
平
成
28
年

分
所
得
税
の
確
定
申
告
作
成
会

場
は
、
須
賀
川
市
産
業
会
館
に

な
り
ま
す
。
期
間
は
、
２
月
16

日
㈭
か
ら
３
月
15
日
㈬
ま
で

（
土
日
を
除
く
）
で
す
。

※�

右
記
の
期
間
は
税
務
署
内
に

確
定
申
告
書
作
成
会
場
を
設

置
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

※�

確
定
申
告
書
の
提
出
に
当

た
っ
て
は
、
個
人
番
号
及
び

身
元
確
認
書
類
（
免
許
証
等
）

の
提
示
又
は
写
し
の
添
付
が

必
要
で
す
。

※�
会
場
は
大
変
混
雑
し
ま
す
の

で
、
確
定
申
告
は
自
宅
で
い

つ
で
も
作
成
で
き
る
、
国
税

庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
確
定

申
告
書
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
が

便
利
で
す
。

　
ま
た
、
納
税
は
口
座
振
替
、

還
付
金
の
受
取
り
は
口
座
振
込

が
便
利
で
す
！

〇�

所
得
税
の
納
期
限
は
３
月
15

日
㈬
、
振
替
日
は
４
月
20
日

㈭
で
す
。

〇�

個
人
の
消
費
税
納
期
限
は
３

月
31
日
㈮
、
振
替
日
は
４
月

25
日
㈫
で
す
。

※�

振
替
納
税
を
希
望
す
る
方

は
、
納
期
限
ま
で
に
税
務
署

に
届
出
が
必
要
で
す
。

※�

還
付
金
受
取
口
座
は
本
人
名

義
に
限
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
須
賀
川
税
務
署

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
須
賀
川
税
務
署

☎
０
２
４
８

－

７
５

－

２
１
９
４

　

自
動
車
の
登
録
・
検
査
手
続

き
は
、
毎
年
３
月
に
集
中
し
、

窓
口
や
車
検
場
が
大
変
混
雑
し

ま
す
。

　

名
義
変
更
や
住
所
変
更
、
廃

車
、
車
検
な
ど
の
手
続
き
は
２

月
中
に
行
う
な
ど
、
出
来
る
だ

け
早
め
に
済
ま
せ
て
い
た
だ
く

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

問
東
北
運
輸
局
福
島
運
輸
支
局

☎
０
５
０

－

５
５
４
０

－

２
０
１
５

�

（
登
録
・
検
査
関
係
）

須
賀
川
税
務
署
よ
り
お
知
ら
せ

世帯数 1,678 世帯（－３）

人　口 5,197 人　（－16）

男 2,522 人　（－７）

女 2,675 人　（－９）

自
動
車
の
登
録
・
検
査

の
手
続
き
は
お
早
め
に

引っ越しの際は、住所の異動手続きを忘れずに！

住民票の住所の異動届（転出届、転入届・転居届）は、
国民健康保険、国民年金、選挙人名簿への登録などにつながる
� 大切な手続です。

身分証明書となる
「マイナンバーカード」

（個人番号カード）

これらの「住所」は市町村窓口で届出し、最新のものにする必
要があります。

住民の皆様に送付している
マイナンバーの「通知カード」
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12 月届出分

おくやみ申し上げます

氏　　名 年齢 住　　所

大竹　ヨシさん 92 山上字小川内

大樂　甲充さん 75 山上字才木草

佐藤ハナヨさん 82 山 上 字 小 滝

小林ハナ子さん 87 竹 貫 字 古 町

本郷　健三さん 81 鎌田字長光地

水野　　忠さん 85 大久田字有実

小平　チヨさん 89 論田字五斗蒔田

野崎　妙子さん 80 山 上 字 赤 土

水野　定雄さん 84 論田字中ノ町

菅井　セツさん 92 竹 貫 字 上 町

こんにちは赤ちゃん

氏名・住所・保護者

大
おおたけ
竹　光

み ほ
穂ちゃん

松川字横川
（徹さん、明美さん）

　　　　氏　　名　　　　　　　住　　所　

新郎　常盤慎太郎さん　　竹 貫 字 竹 貫
新婦　村上　博美さん　　本 　 宮 　 市（

いつまでもお幸せに

町税等の納入は、
口座振替が大変便利です
　口座振替は、自動的にあなたの預貯金口座から
振り替えて納めることができる便利な制度です。手
続きは簡単で、一度申込みをすると翌年度以降も
継続されます。納付には、安心・確実・便利な口
座振替をぜひご利用ください。
　ご希望の方は、役場住民税務課または町内金融
機関にある申請用紙に必要事項を記入の上、通帳
印を押印して希望の金融機関へお申込みください。

　なお、口座振替の可能な金融機関は下記のとお
りです。

●�大東銀行古殿支店・石川支店

●�須賀川信用金庫古殿支店・石川支店・本店

●夢みなみ農協全支店・本店

●�古殿郵便局ほか東北６県内のゆうちょ銀行
　及び郵便局

●東邦銀行石川支店

●東北労働金庫石川支店

　また、町税以外にも下記の使用料等が口座振替
できます。

●後期高齢者医療保険料　●介護保険料

●学校・こども園給食費　●保育料

●農業集落排水使用料　　●住宅使用料

●児童クラブ利用負担金　●水道料

安心…��納入のために現金を持ち歩く必要が
ありません。

確実…うっかり納め忘れる心配がありません。

便利…�納期のたびに、金融機関等にお出
かけになる手間が省けます。

12 月届出分

11 月届出分
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成 人 式（１月８日）

消防団の活動服が新しくなりました！

　町消防団の活動服が新しくなり、１月８日に

行われた消防団出初式でお披露目されました。

消防団活動服の基準が変更されたことに伴って

新調されたもので、紺色とオレンジ色の配色で、

背中には「古殿町消防団」の文字が入っていま

す。また、伸縮性のある動きやすい素材で作ら

れており、安全性や運動性に配慮されています。


